


台風１８号発生から小河内地区（10.8K）全面復旧完了まで平成２６年１０月６日 台風１８号発生

当日の降雨状況

時間最大雨量１０７ｍｍ

連続雨量５１１ｍｍ

約３０時間の間、雨が降り続きました！

台風１８号による被害

台風１９号

平成２６年１０月１３日
８時過ぎ鹿児島県付近に上陸

最低気圧：９００ｈＰａ
最大風速：６０ｍ/ｓ
平均速度：２５．２ｋｍ/ｈ
（１０月１３日８時頃四国付近）

台風１８号

平成２６年１０月６日
８時過ぎ浜松市付近に上陸

最低気圧：９６５ｈＰａ
最大風速：５０ｍ/ｓ
平均速度：２７．９ｋｍ/ｈ
（１０月６日８時頃静岡付近） 死者：6名

行方不明者：１名
負傷者７２名

住家一部損壊２５１棟

床上浸水：６７１棟
床下浸水：１８６９棟

（全国 消防白書より）

H26.10.6

4:10

9：15頃

H26.10.13
20:03

H26.10.14

7：30

H28.3.末

通行止め

24時間
片側交互通行規制

規制解除

R52事前通行規制区間10.2～11.9Kp区間
雨量250mm通行止め開始

応急対策工事

安全を最優先！
２次被害のないよう防護柵設置

全面復旧完了

台風１８号上陸

台風１９号上陸

小河内地区（10.8K）
数回の通行止め実施

地すべり箇所工事

法面崩壊箇所工事

R52 10.8KP付近 小河内地区土砂流出

H26.10.7
2：30 通行止め解除

10.8Kpは片側交互通行規制

通行止め

R52 8.1～12.5Kp区間
法面崩壊による土砂流出の危険があるため

通行止め開始

通行止め区間をR52 10.5～12.5Kp区間
に変更

11：45 通行止め解除

10.8Kpは片側交互通行規制

24時間
片側交互通行規制



木内建設株式会社
静岡市駿河区国吉田1-7-3
TEL 054(264)7111

静和工業株式会社
静岡市駿河区泉町3-15
TEL 054(285)7141

---発注者 ---
国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所

管理第二課 静清国道維持出張所

TEL 054(250)8907 TEL 054(278)5181

平成２６年１０月６日

台風１８号による国道５２号被災状況

---施工業者 ---

株式会社白鳥建設
静岡市葵区梅ヶ島692-1
TEL 054(269)2321

日頃、皆様方には、公共工事にご協力いただきまして、誠にありがとうございます。
平成２６年１０月６日の台風１８号発生から約１年６ヵ月が経過致しました。
小河内地区の法面復旧工事は、無事に平成28年3月末日に工事完成となり交通規制も解除することが出
来ました。これも、周辺住民様及び国道５２号ご利用の皆様方のご協力のおかげでございます。
誠にありがとうございました。
今後も地域住民の皆様・道路利用の皆様の安全で住みやすいをモットーに公共工事を進めていきます。
ご協力よろしくお願いいたします。
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※ ・南側斜面と北側斜面のイラストは同じ場所になっていますが、実際には違います（平面図参照）。

・このイラストはわかりやすくまとめた図です。実際の断面図とは若干異なります

復旧工事断面図


